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［8］　センターの行事
8.1.　センター主催のシンポジウム
8.1.1.　第17回CEReS国際リモートセンシングシンポジウム
　　　　（コーディネーター：ヨサファット　テトォコ　スリ　スマンティヨ）
2012年３月１日に千葉大学けやき会館にて、第17回CEReS国際シンポジウムを開催しました。今回の
国際シンポジウムのテーマは、「マイクロ波リモートセンシングによる環境診断」で、国内外のマイクロ
波リモートセンシングの専門家、大学院生、関連会社の方々あわせて約60人の国内外の研究者が参加し
ました
本シンポジウムは、専門家による招待発表とポスターセッションから構成され、招待発表者とポスター
のタイトルは以下になります。
The 17th CEReS International Symposium Microwave Remote Sensing for Environmental Diagnosis
招待発表セッション：
１．Development	of	Circularly	Polarized	Synthetic	Aperture	Radar	onboard	Small	Satellite,	Josaphat	
Tetuko	Sri	Sumantyo	（Chiba	University,	Japan）
２．Approach	 of	 AIT	 on	Remote	 Sensing	 and	GIS	Capacity	 Building	 in	 Asia,	 Lal	 Samarakoon	
（Geoinformatics	Center,	Asian	Institute	of	Technology,	Thailand）
３．Introduction	of	Advanced	Small	Satellite	 for	Earth	Observation,	Tomoki	Takegai	et	al.	（NEC,	
Japan）
４．Development	of	Microsatellite	in	Indonesian	Aerospace	Agency	（LAPAN）,	Robertus	Heru	Triharjanto	
（Lapan,	Indonesia）
５．Trend	on	Polarimetric	Synthetic	Aperture	Radar	Techniques,	Boerner	Martin	Wolfgang	（University	
of	Illinois	Urbana,	USA）
６．Development	 of	SAR	Sensor	 onboard	Unmanned	Aerial	Vehicle,	 Koo	Voon	Chet	（Multimedia	
University,	Malaysia）
７．Polarimetric	Synthetic	Aperture	Radar	 :	Theory	 and	Application,	Yoshio	Yamaguchi	（Niigata	
University,	Japan）
招待発表の様子 ポスターセッションでのひとコマ
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８．Interferometric	Synthetic	Aperture	Radar	Processor	（SARPROZ）,	Daniele	Perissin	（Chinese	
University	of	Hong	Kong,	Hongkong）
９．Chemistry	of	stratosphere	and	mesosphere	revealed	by	ISS/JEM/SMILES	for	Earth	Diagnosis,	Suzuki	
Makoto	（ISAS-JAXA）
ポスターセッション：
１．Simulation	of	direct	and	indirect	effects	of	aerosol	on		ground	radiative	fluxes	in	Chiba	City	region,	
Gerry	Bagtasa,	Naohiro	Manago,	Naoko	Saitoh	and	Hiroaki	Kuze
２．Direct	sunlight-DOAS	measurement	of	aerosol	and	NO2	using	a	non-scanning	fiber	sensor,	 Ilham	
Alimuddin,	Tomoaki	Tanaka,		Hiroshi	Hara,	Yusaku	Mabuchi,	Naohiro	Manago,		Tatsuya	Yokota,	and	
Hiroaki	Kuze
３．Integrated	analysis	of	Quickbird	and	JERS-1	SAR	data	for	 land	subsidence	study	 in	The	City	of	
Makassar,	Ilham	Alimuddin,	Luhur	Bayuaji,	Josaphat	Tetuko	Sri	Sumantyo	and	Hiroaki	Kuze
４．UAVSAR	Processing	System	with	Virtex-6	FPGA	Board,	Kazuteru	Namba,	Takuma	Kusama,	Koshi	
Oishi,	Kei	Iizuka,	Hideo	Ito	and	Josaphat	Tetuko	Sri	Sumantyo
５．Measurement	of	trace	gases	in	the	lower	troposphere	using	visible	and	near-infrared	light	sources,	
Kenji	Kuriyama,	Hayato	Saito,	Yusaku	Mabuchi,	Naohiro	Manago,	Ippei	Harada	and	Hiroaki	Kuze
６．Determination	of	Dielectric	Constants	using	Reflection	Coefficient	Measurement	and	its	Application	
to	Snow	and	Ice	Monitoring,	Kohei	Osa,	Josaphat	Tetuko	Sri	Sumantyo	and	Fumihiko	Nishio
７．Tsunami	 Inundation	Hazard	Map	and	Evacuation	Route	Assessment	as	Disaster	Mitigation	Using	
Remote	Sensing	and	Geographic	 Information	System	Application	 in	Parangtritis	Coastal	Area,	
Indonesia,	Ratih	Fitria	Putri	and	Josaphat	Tetuko	Sri	Sumantyo
８．Development	of	9.41GHz	Weather	Radar,	Adiya	Sugar,	Josaphat	Tetuko	Sri	Sumantyo,	Kohei	Osa	and	
Hiroaki	Kuze
９．Continous	 investigation	of	Metropolitan	city	 land	deformation	by	DInSAR	technique	on	L,	C	and	
X-band	SAR	data,	case	study:	Jakarta	city,	Indonesia,	Luhur	Bayuaji,	Bambang	Setiadi	and	Josaphat	
Tetuko	Sri	Sumantyo
10．Design	of	a	Broadband	Antenna	for	CP-SAR	Installed	on	Unmanned	Aerial	Vehicle,	Yohandri,	J.	T.	
Sri	Sumantyo,	and	Hiroaki	Kuze
11．SAR	Imaging	Technology	using	Reflected	GNSS	Signal,	Yoshinori	Mikawa,	Takuji	Ebinuma	and	
Shinichi	Nakasuka
12．Assessment	 of	 scene	 changes	 in	multi-sensor	 and	multi-temporal	 fusion	 images	 of	 very	 high	
resolution	satellite	imagery,	Yuhendra,	Ilham	Alimuddin,	Josaphat	Tetuko	Sri	Sumantyo	and	Hiroaki	
Kuze
8.1.2.　第14回CEReS環境リモートセンシングシンポジウム（オーガナイザー：CEReS共同利用研究委員会）
平成24年２月17日千葉大学けやき会館において、第14回環境リモートセンシングシンポジウムを開催
しました。このシンポジウムは、共同利用研究発表会の位置付けで毎年実施しています。
平成23年度は他機関と47件の共同研究（研究会も含む）が行なわれ、当日は口頭発表16件、ポスター	
発表29件の合計45件の興味深い研究が発表されました。58名の参加者により熱心な議論が交わされ、研
究者間の活発な意見交換、当センターの教員と研究成果、次年度研究計画ならびに新しい共同研究テーマ
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について有意義な打ち合わせの時間を持ちました。
これらの成果は、「第14回CEReS環境リモートセ
ンシングシンポジウム資料集」として発行する予定
です。
8.1.3.　	第11回中国新疆ウイグルの環境変動に関するシンポジウム（コーディネーター：石山隆）
2012年２月24に「第11回中国新疆ウイグルの環境変動に関するシンポジウム」を千葉大学環境リモー
トセンシング研究センターにおいて開催しました。参加者は30名のうち、文理にまたがる５名の研究者
が研究成果を発表しました。なお、本研究会では論文集を発行し、関係者に配布しました。
《プログラム》
１．明清時代の黒河上流域における山林の開発と環境への影響
　井上充幸（立命館大学文学部）
２．新疆ウイグル拓克遜県の水利図の岩画から読み取れるもの
　新藤静夫（千葉大学名誉教授）
３．新疆ウイグル北部地域のステップ植生
　鈴木康平（筑波大学大学院生命環境科学研究科）
４．中国新疆における食糧生産の増加とその要因解析
　シャオケーテイー　アジ（千葉大学CEReS）
５．衛星データによるタリム河下流周辺の沙漠交錯帯の抽出とその動態
　伊東明彦（宇宙技術開発株式会社）
口頭発表の様子 ポスターセッションでのひとコマ
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	《講演概要》　
井上（プログラム１）は河西回廊を潤す黒河（エチ
ナ川）上流域における明清時代の山林の開発と、それ
が自然環境に及ぼした影響について、地方志や档案史
料に基づいて論じた。17世紀頃まで、黒河上流域の祁
連山脈北麓に広がる山林には、まだまだ多くの原生林
が広がっていた。ここは古くから、チベット系やモン
ゴル系の人々が暮らす世界であったが森林資源の積極
的な開発と利用を推し進めていたのは、主に甘州など
中流域に居住する漢人たちであった。18世紀に入り、
黒河上流域における山林の伐採が本格化し始めた。山
林の面積が急速に減少して山々の保水力が低下したた
め、中流域では灌漑農業に必要な水が不足し、局地的
な洪水の被害が頻発するようになった。
1999年の統計によれば、祁連山脈における森林の生育に適した地域（約13,300 ㎢）のうち、森林被覆
率は16.7%にすぎない。その原因は、1950年代から1970年代にかけて、国家政策のもと組織的に行われ
た大規模な山林伐採に依存するが、そのルーツは18世紀の清代中期にまで遡ることができると報告した。
新藤（プログラム２）は天山山脈南麓の拓克遜（トクスン）県の科普加依（カプカイ）にある水利図の
岩画を詳細に判読した。その結果、岩画の背景は車師前国（前
２世紀頃～後５世紀頃）の全時代を通じて続いた寒冷化、乾燥
化の影響で時代を経るにしたがって表流水の減少、湧水の枯渇
などの水不足、さらには食物不足が深刻化したことで、これら
の復活を祈願したものと考えられる。そして水への感謝、ある
いは安定した水の確保を願ったものと考えるのが自然であろう
と述べた。
写真（図8.1.3.-2）には、水源とみられる数多くの窪みの中
には線状に並んでいるものもみえるが、中国人研究者がこの画
をカレーズとしている根拠（白線の囲み）
鈴木（プログラム３）は新疆ウイグル自治区北部周辺のス
テップ植生において植物社会学的方法により群落区分を行い、
新疆ウイグル自治区北部周辺のステップ植生を体系的にまとめた。
植生調査は新疆ウイグル自治区北部に位置するフーカン、アルタイ、バルコルカザク自治区の３地域周
辺において、植物社会学的方法に基づき収集された植生調査資料の群落区分を行った。その結果、６群落
が識別された。特に新疆ウイグル自治区北部のステップ植生は地域によって分布する標高が異なること、
地点によって種組成の独自性が高いことが特徴であったと述べた。
図8.1.3.-2
図8.1.3.-1《陝西輿図》より黒河流域の部分。地名は
筆者が加筆。上が南、下が北となっている点に注意。
（井上）
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アジ（プログラム４）は新疆の統計データを使
用し、主な食糧生産物の小麦、米、トウモロコシ
の地域分布を衛星データとGIS手法により食糧生
産の空間的な変化について解析した。その結果、
それらの生産が南新疆のみならず、北新疆にも拡
大していると報告した。持続的に発展している新
疆における食糧生産の変化要因を理解するため、
食糧生産の変化とその要因について主成分分析を
行った。その結果，新疆における食糧生産の全体
的な変化を食糧作付面積の推移段階、水利施設の改善と食糧生産作付面積の共同推移段階、単収のアツプ
と化学肥料の推移段階、農業機械化の推移段階であることを考察した。
伊東（プログラム５）はタクラマカン沙漠の中でも荒漠化が進行しているタリム河の下流の大西海子ダ
ム周辺において、農地と沙漠の中間に位置する疎らな植生地（沙漠交錯帯）の詳細な変動を、衛星データ
を解析することにより初めて数値評価した。2001年５月及び2002年５月を比較した結果、増加した面積
は520 ㎢で，その８割を植生被覆率８%～９%の地域が占める。2003年５月および2004年５月を比較し
た結果、減少した面積は310 ㎢で，その９割以上を植生被覆率８%～９%の沙漠交錯帯であることがわ
かった。その結果、変動の大きな地域は沙漠交錯帯で、それは農地の開発などの人間活動と沙漠からの砂
の侵入の影響を受けやすい地域であると報告した。　　　　
2003年にはタリム河中下流域の沙漠交錯帯において最も植生域が増加していることがわかった。その
要因は、その年の４月の中国北部から中央アジア（キルギス、天山山脈）の帯状の地域の異常多雨（気象
庁資料）のため、ダムからの大量の放水が寄与している。
このように沙漠交錯帯の植生は農地の開発、ダムの管理などの人間活動にきわめて敏感であると述べた。
　平成13年度より開催された「中国新疆ウイグルの環境変動に関するシンポジウム」は、平成23年度を
もって、終了することになりました。
図8.1.3.-4　Wheat	1990 Wheat	2008
図8.1.3.-3：調査対象地域
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［9］　主要研究設備
9.1.　衛星データ受信システム（主担当：樋口篤志）
　現在CEReSで受信、処理している衛星は設立初期より継続しているNOAA/AVHRRシリーズ、日本の静
止気象衛星MTSATシリーズ、中国静止気象衛星FYシリーズ、アメリカ静止気象衛星GOES-E、	-Wシリー
ズ、ならびにTerraおよびAqua衛星に搭載されたMODISです。NOAA/AVHRRは導入された受信・処理シ
ステムを踏襲し、生データ受信～プロダクト生成～公開サーバへの転送を自動で行っていたが、2010年
10月の点検計画停電後に受信ワークステーションが故障し、受信不可能となってしまった。2011年３月
末に代替処理サーバを導入し生データ処理（level1b）処理を行っていたが、現在はプロダクト生成まで
可能となっている。MTSATは受信施設を持たず、ウエザーニュース社からのインターネット経由でのデー
タ提供により、gridデータ生成および公開を自動で行っている。FYシリーズ（現在はFY2-Dを受信）は
当センターで受信したデータをMTSAT同様のgridデータへ自動で変換・公開している。GOESシリーズ
もMTSAT同様にウエザーニュース社よりオリジナルデータ提供を受け、gridデータへの変換および公開
を自動で行っている。MODISはJAXAで受信された日本付近のデータをインターネット経由で取得、アー
カイブしている。
・NOAA/AVHRRシリーズ	 （1997年４月15日受信開始）
・MTSATシリーズ　　　	（2005年６月よりアーカイブ開始）
・FY（B/C/D）シリーズ	 （1998年４月より受信開始）
・GOES-E、-Wシリーズ	 （1998年分よりアーカイブあり）
・MODIS	 （2004年８月よりアーカイブ開始）
9.2.　電波無響室（主担当：J.T.スリ　スマンティヨ）
　平成20年２月15日に環境リモートセンシング研究センターマイクロ波リモートセンシング研究室（ヨ
サファット研）に電波無響室が完成しました。この設備は周波数１GHzから40GHzまで使用可能で、合
成開口レーダ（SAR）をはじめ、マイクロ波の電波伝搬と散乱の実験などに応用する予定です。この設備
の寸法は幅4.0m×長6.6m×高2.4mで、また吸収特性は35dB以上です。
図8.1.3.-5　タリム河下流の2001年から2004年の植生被覆率の分布
